
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 第６回川崎市地域福祉実態調査結果 

２ 第６期多摩区地域福祉計画を振り返る 

 ３ 

その 

たまく の福祉を調べる 

イラスト 
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1.2

5.1

28.3

47.3

16.3

0.6

1.2

0 10 20 30 40 50 60

家族のように親しく付き合っている

親しく話をする

ときどき話をする程度

あいさつをする程度

ほとんど付き合いがない

その他

無回答

 
 

【調査概要】 

地域福祉に関するニーズを把握し、本市における地域福祉の向上に資する第７期地域福祉

計画策定に向けた基礎資料とすることを目的に、令和４（2022）年度に「地域福祉実態調査」

を実施しました。調査の主な結果は次のとおりです。 

 

● 多摩区での実施状況 

 対 象 者   18歳以上の男女 1,000人 

 抽 出 方 法 住民基本台帳から無作為抽出 

 調 査 方 法 郵送配布・郵送回収 

 調 査 時 期 令和４（2022）年１１月〜１２月 

 有効回収数  ３３２人（33.2%） 

 

 

 

地域のこと 

Ｑ１ ご近所の方とは、普段どの程度のお付き合い？  

普段ご近所の方とどの程度のつきあいをしていますか 

 
 

  
  

 

 
 

 
 
 

 
「あいさつをする程度」が 47.3%と約半数、次いで「ときどき話をする程度」が 28.3%、

「ほとんど付き合いがない」が 16.3%と続き、この３つで全体の約９割を占めます。一方

で、「親しく話をする」が 5.1％、「家族のように親しく付き合っている」が 1.2%と、この２

つを合わせても全体の１割に満たない結果となっています。  

 １ 第６回川崎市地域福祉実態調査結果 

あいさつをする程度、ときどき話を

する程度で約８割近くいるね。 

N＝332 人 

（％） 
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18.4

21.1

44.9

2.1

3.0

6.0

3.3

1.2

0 10 20 30 40 50

地域で助け合うことは大切であり、そのために

もふだんからの交流は必要だ

いざという時に助け合いたいので、多少面倒

でもふだんから交流しておいた方が良い

困った時は当然助け合うべきだが、日ごろの

交流は面倒なのであまりしたくない

地域での助け合いは必要だと思わないが、地

域で交流すること自体は大切だ

地域との交流より、気の合った仲間やグルー

プで交流し、その中で助け合えば良い

困った時は行政などが支援すべきで、地域で

の助け合いや日頃の交流は必要ない

その他

無回答

 

Ｑ２ 近所や地域住民同士の交流についてどう思っている？  

近所づきあいや地域住民同士の交流について、どの程度必要だとお考えですか 

 
  
 
   
 
 
 
  
 
 
 
 
 
    
 
「困った時は当然助け合うべきだが、日ごろの交流は面倒なのであまりしたくない」が

44.9％と最も高く、次いで、「いざという時に助け合いたいので、多少面倒でもふだんか

ら交流しておいた方が良い」が 21.1%となっています。 

 

＜参考＞地域でのつながりに対する意識をまとめると…… 

Q1、Q2、Q4、Q8で割合の高かった回答からまとめました。 

Q2 近所づきあいや地域住民同士の交流について、どの程度必要だとお考えですか 
「困った時は当然助け合うべきだが、日ごろの交流は面倒なのであまりしたくない」 

⇒44.9％ 

 

「日頃の交流」は？ 

Q1 普段ご近所の方とどの程度のつきあいをしていますか 
「あいさつをする程度」⇒47.3%、「ときどき話をする程度」⇒28.3% 

「困った時」とは？（P79） 

Q4 「地域」での生活において、いま何が問題だと感じていますか（≒困りそうなこと） 
   「地域防犯・防災に関する問題」⇒32.5％、「高齢者に関する問題」⇒30.4％ 

何を「助け合う」？（P８１） 

Q8 地域の支え合いとして、あなたご自身ができることは何ですか 
「安否確認の見守り・声かけ」⇒47.3%、「災害時の手助け」⇒26.5% 

 

日頃はあいさつ程度の付き合いで、ゆるやかにつながりながら、困っている高齢者の方

には見守りや声かけ、災害時にはお互いに手助けしたい。  

N＝332 人 

（％） 

いざというときに備えて、 

多少面倒でもふだんから交流しておいた 

ほうがいいよね。 
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38.0

39.5

9.6

1.5

6.0

0.6

1.5

0.6

2.7

0 10 20 30 40 50

隣近所程度

町内会・自治会程度

小学校区程度

中学校区程度

区内程度

市内程度

それ以上

その他

無回答

8.1

30.4

11.1

23.5

32.5

17.8

11.7

18.4

5.7

7.8

3.3

31.9

3.9

0 10 20 30 40 50

健康づくりに関する問題

（ストレス、食育、生活習慣病など）

高齢者に関する問題（介護、権利擁護、

生きがいづくり、見守りなど）

障害児・者に関する問題（地域生活支援、権利擁護、

活動支援、障害に対する理解など）

子どもに関する問題（育児不安、児童虐待、ヤングケアラー、

子育て支援、教育、しつけ、遊び場づくりなど）

地域防犯・防災に関する問題（交通安全、子どもの見守り、

火の用心、防災訓練など）

地域のつながりに関する問題（近所づきあい、新型コロナウィルス

など新興感染症による対面での交流、…

家庭不安や心配ごとを誰にも相談できない

人がいるという問題

適切な情報が得られない、あることを知らない

人がいるという問題

地域活動や団体活動を行う拠点や場所がない

（足りない）という問題

地域での活動・資源に関する問題（買い物、移動、食事など）

その他

特に問題だと感じていることはない

無回答

 

Ｑ３ 助け合いができる地域ってどれくらい？  

助け合いができる「地域」の範囲をどの程度だと考えていますか 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

  
助け合いができる地域の範囲については、「町内会・自治会程度」が 39.5%で最も高く、次

いで「隣近所程度」が 38.0%で、全体の８割近くを占めています。 

Ｑ４ 地域で問題になっていることってどんなこと？  

「地域」での生活において、いま何が問題だと感じていますか（複数回答） 

  

 
 
 

 
 

 

 
 

 

  
 

 
地域で問題になっていることについては、「地域防犯・防災に関する問題（交通安全、子ども

の見守り、火の用心、防災訓練など）」が 32.5%で最も高く、次いで「特に問題だと感じて

いることはない」が 31.9%となっています。  

N＝332 人 

（％） 

隣近所や町内会・自治会 

程度の範囲が多いんだね！ 

N＝332 人 

（％） 

地域の防犯や防災に問題を 

感じているね。 
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39.8

33.1

26.2

18.4

9.6

7.8

16.6

0 10 20 30 40 50

身の回りのことがいつまで自分でできるかわからない

経済的に生活できるか不安

介護が必要な家族を家庭で介護できる自信がない

病気になったときに頼れる人が身近にいない

子育てがうまくできるか不安

その他

無回答

67.5

53.3

32.8

15.4

12.0

5.1

3.3

3.3

3.0

3.0

2.7

0.6

0.3

0.0

2.1

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

同居している家族

友人・知人

離れて暮らしている家族

インターネット

かかりつけの医療機関

近所の人

地域包括支援センター等専門機関

区役所地域みまもり支援センター職員

相談する人がいない

福祉施設やサービス提供事業所の職員

相談する人はいるが相談しない

民生委員児童委員

民間の相談機関（電話相談を含む）

社会福祉協議会

その他

無回答

いつまでも安心して暮らすために 

Ｑ５ 家庭生活の中で不安を感じることってどんなこと？           

家庭生活の中で次のような不安を感じたことがありますか（複数回答） 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
  
 
 
 
  
   
 
「身の回りのことがいつまで自分でできるかわからない」が 39.8%と最も高い結果となり

ました。次いで、「経済的に生活できるか不安」が 33.1%、「介護が必要な家族を家庭で介

護できる自信がない」が 26.2％、「病気になったときに頼れる人が身近にいない」が

18.4％と続いています。 

 

Ｑ６ 生活での心配ごとや悩みごとを相談する人は誰？  

日常生活で心配ごとや悩みごとがある時誰に相談していますか（複数回答） 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
心配ごとや悩みごとがある時の相談相手は、「同居している家族」が 67.5％と最も高い結

果となりました。次いで、「友人・知人」が 53.3%、「離れて暮らしている家族」が 32.8％と

続いています。  

自分でできない状態に 

なることへの不安が多いね。 

N＝332 人 

（％） 

（％） 

家族や友人・知人が 

中心だね。 

N＝332 人 
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41.6

6.9

7.8

23.2

2.1

22.3

4.5

9.9

35.8

8.1

3.0

2.4

13.9

8.4

0 10 20 30 40 50

安否確認の見守り・声かけ

趣味など世間話の相手

子育て・介護などの相談相手

炊事・洗濯・掃除などの家事

草むしり、冷蔵庫内の整理

ちょっとした買い物

子どもの預かり

外出の付き添い

災害時の手助け

ごみ出し・雨戸の開け閉め

電池交換や簡単な大工工事

その他

特にない

無回答

47.3

15.4

8.7

5.1

2.4

25.9

4.2

6.3

26.5

10.5

5.4

0.9

17.5

12.7

0 10 20 30 40 50

安否確認の見守り・声かけ

趣味など世間話の相手

子育て・介護などの相談相手

炊事・洗濯・掃除などの家事

草むしり、冷蔵庫内の整理

ちょっとした買い物

子どもの預かり

外出の付き添い

災害時の手助け

ごみ出し・雨戸の開け閉め

電池交換や簡単な大工工事

その他

特にない

無回答

 

Ｑ７ どんな手助けを地域の人に求めたい？ 

地域の人たちにどんな手助けをしてほしいですか（複数回答） 

 

 
  
  

 
 
 

 
 
 
 
地域の人に手助けしてほしいことは、「安否確認の見守り・声かけ」が 41.6%で最も高く、

次いで「災害時の手助け」が 35.8%、「炊事・洗濯・掃除などの家事」が 23.2%となってい

ます。 

 

Ｑ８ 自分ができることってなんですか？  

地域の支え合いとして、あなたご自身ができることは何ですか（複数回答） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
地域の人に手助けできることは、「安否確認の見守り・声かけ」が 47.3%で最も高く、次い

で「災害時の手助け」が 26.5%、「ちょっとした買い物」が 25.9%となっています。  

N＝332 人 

N＝332 人 

（％） 

（％） 

見守りや声掛け、手助けを

求めているね。 

見守りや声掛け、手助けが

できるという声が多いね。 
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5.1

30.1

37.7

9.0

12.3

3.3

2.4

0 10 20 30 40

現在、在宅で療養している

在宅で療養したいし、おそらく可能である

在宅で療養したいが、おそらく不可能である

おそらく在宅で療養することは

可能だがしたくない

おそらく在宅で療養することは

不可能だし、したくない

その他

無回答

3.6

54.5

9.6

20.5

0.3

5.1

2.1

1.8

2.4

0 10 20 30 40 50 60

意思表示の書面は必要であり、すでに作成している

意思表示の書面は必要であるが、まだ作成していない

意思表示の書面は作成していないが、家族で話し合っている

意思表示の書面は必要ないが、家族で話し合う必要はある

意思表示の書面は必要ないし、家族で話し合う必要もない

すべて家族にまかせるので必要ない

すべて医療者や病院にまかせるので必要ない

その他

無回答

人生の最終段階を考える 
Ｑ９ 療養生活を在宅で過ごすことについてどう思う？  

病院や介護施設などに入院・入居せずに在宅で療養することは可能ですか 

 

 
  
  

 
 
 

 
 
 
 
「在宅で療養したいが、おそらく不可能である」が 37.7%と最も高く、次いで「在宅で療養

したいし、おそらく可能である」が 30.1%となっています。 

 

 

Ｑ10 終末期についての話し合いはどうする？  

意思表示の書面や家族での話し合いが必要だと思いますか 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
  
 
終末期の話し合いについては、「意思表示の書面は必要であるが、まだ作成していない」が

54.5%で最も高く、次いで「意思表示の書面は必要ないが、家族で話し合う必要はある」

が 20.5%となっています。  

N＝332 人 

N＝332 人 

（％） 

（％） 

在宅療養を望んでいても 

出来ないと思っている人が

多いね。 

準備は必要と思っていても

できていない人が多いね。 
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3.6

5.4

2.1

7.5

1.5

21.4

4.8

14.8

3.6

19.6

4.8

9.6

4.5

0.6

1.5

14.8

40.7

1.8

0 10 20 30 40 50

健康づくりに関する活動
高齢者に関する活動

障害児・者に関する活動
子育てに関する活動
医療に関する活動

町内会・自治会に関する活動
社会福祉協議会に関する活動
お祭りやイベントに関する活動

地域安全に関する活動
環境美化（ゴミ拾いなどを含む）に関する活動

文化・芸術に関する活動
スポーツ（運動会などを含む）に関する活動
自分のスキル（能力や技能）を活かした活動

オンラインでの活動
その他

今は参加していないが条件が整えば参加したい
参加したことがない

無回答

22.5

37.3

24.6

7.7

10.6

13.4

10.6

11.3

19.7

9.2

0.7

2.1

0 10 20 30 40

人の役に立ちたいから

自分たちのために必要な活動だから

家族・友人・知人から誘われたから

学校の授業などで機会があったから

困っている人や団体から頼まれたから

余暇を有効に活用したいから

趣味や特技を活かしたいから

楽しそうだから

つきあいのため、やむを得ず

その他

なんとなく

無回答

地域で活動に参加すること 
Ｑ11 地域活動やボランティア活動への経験は？  

地域活動やボランティア活動に参加したことがありますか（複数回答） 

 

 
  
  

 
 
 

 
 
 
 
地域活動やボランティア活動への参加状況について、「参加したことがない」が 40.7%と

最も高く、次いで「町内会・自治会に関する活動」が 21.4%、「環境美化（ゴミ拾いなどを含

む）に関する活動」が 19.6%となっています。 

Ｑ12 地域活動やボランティア活動への参加する動機ってどんなこと？  

活動に参加した動機やきっかけは何ですか（複数回答） 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
地域活動やボランティア活動に参加した動機は、「自分たちのために必要な活動だから」が

37.3%で最も高く、次いで「家族・友人・知人から誘われたから」が 24.6%、「人の役に立

ちたいから」が 22.5％となっています。  

N＝332 人 

N＝332 人 

（％） 

（％） 

参加したことない人が多いね。 

自分たちのためと思って 

いる人が多いね。 
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54.1

34.1

38.5

11.9

1.5

6.7

5.2

14.1

0.7

14.1

4.4

5.9

11.1

1.5

0 10 20 30 40 50 60

仕事や家事が忙しく時間がない

きっかけがつかめない

身近に活動グループや仲間がいない（知らない）

健康に自信がない

家族や職場の理解が得られない

興味を持てる活動がない

育児や介護を必要とする家族がいる

一度はじめると拘束されてしまう

行政や事業者が行えばよい

人と接するのが苦手

地域活動やボランティア活動はしたくない

その他

特に理由はない

無回答

40.0

7.4

37.0

22.2

15.6

4.4

31.9

1.5

3.7

13.3

4.4

0 10 20 30 40 50

活動する時間があれば

オンライン等を活用した活動であれば

きっかけがあれば

身近に活動グループや仲間がいれば

体力や健康に自信があれば

家族や職場の理解が得られれば

興味を持てる活動があれば

ボランティア活動に参加していることが評価…

その他

地域活動やボランティア活動はしたくない

無回答

 

Ｑ13 なぜ参加しない・できないのだろうか？  

活動に参加しない理由は何ですか（複数回答） 

 
 

  

  

 

 

 
 
 
 
 
地域活動やボランティア活動に参加しない理由は、「仕事や家事が忙しく時間がない」が

54.1%と半数を超え、次いで「身近に活動グループや仲間がいない（知らない）」が

38.5%、「きっかけがつかめない」が 34.1%となっています。 

Ｑ14 どのような状況になれば参加したいと思うのだろうか？  

どのような状況になれば、地域活動やボランティア活動に参加したいと思いますか（複数回答） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
地域活動やボランティア活動に参加したいと思う状況は、「活動する時間があれば」が

40.0％で最も高く、次いで「きっかけがあれば」が37.0%、「興味を持てる活動があれば」

が 31.9％となっています。  

N＝332 人 

N＝332 人 

（％） 

（％） 

時間がなくて参加できない

人が多いね。 

時間ときっかけがあれば参

加したいと思っている人が

多いね。 
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17.5

21.7

41.6

35.8

34.0

4.5

8.7

5.4

0 10 20 30 40 50

住民同士が自ら地域課題の把握やその解決方法を探

るための話し合いの機会をつくること

地域の課題や問題に主体的に取り組むボランティア

や地域で活動する人を増やすこと

地域での交流を通して、住民同士の助け合いの意識

を向上させること

地域で困っていることや自分ができることを知らせ

る情報が集まる場をつくること

家族以外の人で、身近に困りごとなどを相談できる

人を増やすこと

その他

特に取り組むべきことはない

無回答

34.7

38.2

34.7

44.2

53.7

19.3

27.0

3.9

0 10 20 30 40 50 60

市民への意識調査や団体アンケート、聞き取りなどに

よる地域課題やニーズの把握

行政からの一元的な情報提供、相談の場づくり

ボランティアや地域で活動する地域福祉を担う人材

の育成

福祉サービスを適切に利用することができるような

評価や内容の情報開示

サービスが利用できない、結びつかない人への対応

の充実

ワークショップや地域交流会などによる地域の課題

等を共有する場・機会の提供

地域の自主的な活動と行政サービスの連携強化

その他

地域福祉の推進について 
 
Ｑ15 市民が取り組むべきことってどんなこと？  

地域福祉を推進するために、市民が取り組むべきことは何だと思いますか（複数回答） 

 

 
  

  

 
 

 

 
 
 
 
地域福祉を推進するために、市民が取り組むべきことは、「地域での交流などを通して、住

民同士の助け合いの意識を向上させること」が 41.6％と最も高く、次いで「地域で困って

いることや自分ができることを知らせる情報が集まる場をつくること」が 35.8%となっ

ています。 

Ｑ16 行政が取り組むべきことってどんなこと？ 

地域福祉を推進するために、行政が取り組むべきことは何だと思いますか（複数回答） 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
地域福祉を推進するために、行政が取り組むべきことは、「サービスが利用できない、結び

つかない人への対応の充実」が 53.7％と最も高く、次いで「福祉サービスを適切に利用す

ることができるような評価や内容の情報開示」が 44.2%となっています。  

N＝332 人 

N＝332 人 

（％） 

（％） 

助け合いの意識を持つこと

が重要だね。 

サービスに届かない人たちへの

対応が求められているね。 
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5.4

2.0

56.8

23.5

12.2

0 10 20 30 40 50 60

定期的に行っている

たまに行っている

行っていないが、機会があれば行いたい

行っていないし、関心もない

無回答

 

 

Ｑ17 地域包括ケアシステムのことを知っている？  

「地域包括ケアシステム」をどの程度、理解されていますか 

 

 
  

  

 
 

 

 
 
 
 
「地域包括ケアシステム」の理解度をみると、「地域包括ケアシステムを聞いたことがない」

が 48.2%と約半数、次いで「地域包括ケアシステムは、名称を聞いたことがあるが内容は

知らない」が 27.1%となっています。 

 

Ｑ18 近所の方との交流や地域活動に参加していますか？  

近隣住民との交流や様々な地域活動に関わっていますか 

 

 
 
  

 
 
 

 
地域活動への関わりを見ると、「行っていないが機会があれば行いたい」が 56.8％と最も

高く、次いで「行っていないし、関心もない」が 23.5％となっています。 

  

N＝332 人 

（％） 

1.2 2.4

13.3 27.1 48.2 7.8

0% 25% 50% 75% 100%

N=332人

地域包括ケアシステムのことや、そのために自分が何をすればよいかを知っていて、具体的に行動している

地域包括ケアシステムのことや、そのために自分が何をすればよいかを知っているが、具体的に行動していない

地域包括ケアシステムの内容はおおむね知っているが、そのために自分が何をすればよいかわからない

地域包括ケアシステムは、名称を聞いたことがあるが内容は知らない

地域包括ケアシステムを聞いたことがない

無回答

機会があれば行いたいと 

考えている人が多いね。 
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地域の支え合い活動の推進 
基本 
方針 
2 
 

区民・団体・民間・行政の連携 
基本 
方針 
2 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

情報提供の拡充 
基本 
方針 

1 

 ２ 第６期多摩区地域福祉計画を振り返る 

 

 

 

区民一人ひとりが 

参加する地域づくり

１ 

基本目標１ 

多様な主体と多世代がつながる支え合いのまち多摩区 基本理念 

基本目標３ 
 

 

 

見守り・支え合いの 

ネットワークづくり 

基本目標２ 
 

 

 

多世代交流で 

つながる地域づくり

１ 
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重点 
項目 

地域で活躍する人材の育成 
基本 
方針 
2 
 

地域活動への支援 
基本 
方針 
3 
 

身近な地域での交流の促進 
基本 
方針 

1 
 

重点 
項目 

支援につながる仕組みづくり 
基本 
方針 

1 
 

重点 
項⽬ 
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基本目標１ 区民一人ひとりが参加する地域づくり 

 

 

 

 

 

主な取組       

 

〇川崎市多摩区地域包括ケアシステム広報誌「地ケア 

TAMA」を発行し、地域包括ケアシステムの理解促進を 

図りました。また、「多摩区地域子育て情報 BOOK」、 

「多摩区こども相談窓口」などを発行し、多摩区内の子 

ども・子育て支援に関する情報を発信しました。 

 

〇区内の障がい団体・作業所等の活動紹介や作品展示等を行 

う「パサージュ・たま」の開催や参加団体の日頃の活動を 

紹介する動画を作成するなど、障がい福祉への理解と関心を 

深めてもらうための取組を推進しました。 

 

〇小学校、中学校で認知症に関する講座や講演会を開催し、 

若い世代に認知症の方への理解と対応を学んでもらう場 

を広げました。 

 

〇子育てや介護予防・健康づくりの支援者、ボランティア養成 

のための各種講座を開催し、人材育成に取り組みました。 

 
〇地域社会において重要な役割を担う町内会・自治会活動の 

活性化支援を行いました。 

 

第７期計画に向けて       

第６回川崎市地域福祉実態調査で「地域包括ケアシステムを聞いたことがない」が

48.2％、地域活動において困っていることは「新たなスタッフ（担い手）が確保できない」が

48.6％という結果がでています。 

 

 
今後も区民が情報にアクセスしやすい環境づくりを推進する必要があります。また、依然と

して地域活動の担い手不足という課題もあることから、区民に地域活動により関心を持って

いただき、参加する区民のすそ野を広げるため、より多くの区民に情報発信を行っていきま

す。 

 

地域福祉や地域活動の取組等の情報をチラシやリーフレット、ガイドブックで

周知するほか、区役所ホームページ・YouTube 等を活用し積極的な情報発信

を行いました。また、地域活動の新たな担い手の育成、住民主体で行われている

地域活動への支援を行いました。 

パサージュ・たま 

 
 

 
 

 

 

▼ 
 

 

 

中学校認知症 

講演会 
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基本目標２ 多世代交流でつながる地域づくり 

 

 

 

 

 

主な取組       

 

〇子育てサロン・子育てひろばを開催し、乳幼児期から親同 

士の交流の場を提供し、また、育児不安や育児ストレスの 

軽減ができるよう、専門職による育児相談を実施しました。 

 

 

〇子育て中の親子を対象に、公立保育所において、お子さん 

の身体測定や家庭でも楽しめる遊びの提供、専門職によ 

る子育て講座を行い、子育ての悩みを解決し、近隣の子 

育て世代の仲間づくりを推進しました。 

 

 

〇「シニアの方も！初めてのかんたんスマホ講座」を開催し、 

デジタルツール活用による情報格差問題の改善を図りま 

した。 

 

 
〇自助・互助の意識の醸成や、身近な課題への住民主体の取 

組を広めていくため、課題解決のプロセスを住民と共有し、 

地域特性に応じた「多世代で支え合う」地域づくりを推進し 

ました。  

 

 

第７期計画に向けて       

 第６回川崎市地域福祉実態調査（地域福祉活動に関する調査）で地域における問題につい

て、「地域のつながりに関する問題（近所づきあい、対面での交流、人と人との関係が希薄な

ど）」が 60.0％という結果がでています。 

 

 

 

地域の見守り・支え合い活動の推進として、地域で活動する多様な主体との協議会や交流

会等の開催を引き続き実施していく必要があります。また、コロナ禍で停滞していた地域活動

の再開支援や、コロナ対策として普及した ICTの利活用が困難な高齢者等に対する支援も

推進していきます。 

 住民同士が地域の中で出会い、あいさつし合えるようなゆるやかなつながりづ

くりをめざし、交流の場づくり等の取組を推進しました。 

 また、身近な地域での交流や支え合いの活動を住民や事業者、関係機関、団

体とともに推進しました。 

 
 

 

 

 

 

▼ 
 

 

 

中野島多世代つながり 

愛プロジェクト協議会 

子育てサロン 

シニアの方も！ 

初めてのかんたんスマホ講座 
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基本目標３ 見守り・支え合いのネットワークづくり 

 

 

 

 

 

主な取組       

 

〇協力事業者等から連絡のあった、異変のある地域住民 

の情報を基に関係部署と連携し、訪問等による必要な 

支援を行いました。 

 

 

〇地域の実情に通じている民生委員児童委員の協力のも 

と、一人暮らし高齢者等の世帯状況や身体状況等の実 

態を把握し、安心して生活を営めるよう、見守りネットワ 

ークづくりに活用しました。 

 

 

〇区内の子ども・子育てに関わる機関や団体等と連携会議及 

び講演会を実施し、情報の共有や課題の抽出を行いまし 

た。 

 

 

〇在宅医療の推進役として配置された在宅療養調整医師が 

中心となり、地域の実情に応じた在宅医療・介護に関わる 

多職種連携の強化、在宅療養者に対する一体的な支援体 

制の構築、在宅医療の正しい知識と理解の浸透をめざし 

た普及啓発を行いました。 

 

第７期計画に向けて       

 第６回川崎市地域福祉実態調査で日常生活が不自由になったとき手助けしてほしいことに

ついて、「安否確認の見守り・声かけ」が 41.6％という結果がでています。 

 

 

 

多様化・複雑化する生活課題に対して、専門機関と連携して個別支援を行うとともに、地域

住民、地域団体、事業者等の連携により効果的な見守り活動を実施していく必要があります。

また、各種会議体で事業の進捗状況や多職種が様々な課題の共有を行い、顔の見える関係づ

くりに取り組み、引き続き、地域における支え合いのネットワークを強化していきます。 

支援が必要な方や、自分から助けを求めることが難しい方に支援が届くよう、

区民や民間事業者等と連携して、地域での見守り活動を推進しました。 

また、区民・団体・民間・行政が一体となって協力・連携できるよう支援体制の

充実を図りました。 

 
 

 

 
 

 

▼ 
 

 

 

多摩区在宅療養推進協議会 

主催による市民シンポジウム 

こども総合支援連携会議 
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